錐体って何？
錐体（すいたい）は、目の奥にある網膜の視細胞の一つです。
明るい場所で働き、細かな形を見ること、そして特に色を見分けることに重要な役割をしています。
人間の錐体には、大きく分けて3種類あります。
S錐体・M錐体・L錐体です。
Sは Short、Mは Medium、Lは Long の略で、これはそれぞれが感じやすい光の波長の範囲を表しています。
授業では、こんなふうに話すと分かりやすい
「みんなが赤いものを見たとき、目の中に『これは赤です』と判断する細胞があるわけではありません。
網膜には、光の波長に対する感じ方が少しずつ違う3種類の錐体があります。
S錐体は短い波長、M錐体は中くらいの波長、L錐体は長い波長の光に比較的強く反応します。
そして大事なのは、脳が3種類の錐体から届いた反応の組み合わせを比べて、色を感じているということです。」
ここでスライドの S・M・Lの3つの丸を指すといい。
たとえば黄色を見た場合も、「黄色専用の錐体」があるわけではない。
L錐体とM錐体などがそれぞれ異なる程度で反応し、その反応の組み合わせを視覚系が処理することで黄色として知覚する。
だから、
S＝青を見る細胞
M＝緑を見る細胞
L＝赤を見る細胞
と覚えさせるより、
S＝短波長側に感度
M＝中波長側に感度
L＝長波長側に感度
と教えた方が正確だよ。
ここから「何百万色も見える」に戻せる
これが、最初のスライドともつながる。
「でも、錐体はたった3種類しかないよね。
それなのに、どうして私たちは何百万もの色の違いを感じられるんだろう？」
と生徒に聞いてみる。
そして、
「3種類の錐体が、それぞれ0か100かで反応するわけではありません。光によって反応する程度が変わります。
その膨大な組み合わせを脳が処理するから、私たちは非常に多くの色を区別できるんです。」
これ、かなり面白いところ。
桿体との違いもセットで
もう一つの視細胞が桿体（かんたい）。
錐体は明るいところで色や細部を見るのが得意なのに対して、桿体は暗いところで光を感じることに非常に敏感。
だから夜、暗い部屋に入った直後は色がよく分からなくなる。
ここで生徒に、
「夜、暗いところでは赤い服なのか青い服なのか分かりにくくなることない？」
と聞くといい。
暗くなると錐体が十分働きにくくなり、桿体による視覚の比重が高まるので、色の区別が難しくなるわけだね。
そして錯視へつなげる
ここから次の「残像」のスライドへ進める。
「つまり色を見るというのは、カメラみたいに目がそのまま色を写しているわけではありません。
目が光を受け取り、それを神経系と脳が処理して、私たちは色を感じています。
だから面白いことが起こります。
実際にはそこにない色まで、見えることがある。
じゃあ、ちょっと目をだましてみよう。」
そして残像実験。
この流れなら、
何百万色も見える
→ 光
→ 網膜
→ 桿体・錐体
→ S・M・L錐体
→ 脳が比較・処理する
→ だから色の見え方は絶対ではない
→ 残像・錯視
と一本の物語になる。

